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招聘決定！

⼤津･SDGs協働⽀援チャリティプロジェクト2022 

11⽉27⽇（⽇）14:00〜16:00
スカイプラザ浜⼤津７階
 
 
基調講演「語ること、聞くことを開くために」
  伊藤詩織さん（映像ジャーナリスト）
パネルディスカッション

編 集 後 記

発⾏：⼤津市市⺠活動センター

SDGsチャリティフォーラム

（指定管理者：NPO法⼈HCCグループ）
〒520-0047滋賀県⼤津市浜⼤津4-1-1 明⽇都浜⼤津1F
TEL：077-527-8661  FAX：077-527-8662
Eメール：moveinfo@movementotsu.com
URL：http://movementotsu.com/

ジェンダー平等の社会に向けて

⽇ 時：
場 所：
 
 
内 容：

⼤津市浜⼤津１丁⽬3-32
京阪「びわ湖浜⼤津駅」すぐ

実りの秋。知⼈の棚⽥の稲刈りを⼿伝いに⾏き、秋晴れの中、気持ちのいい
汗をかきました。途中で無数のツバメが群れを成して⾶んできて、稲を刈る
⼈の合間を縫うように⾶びまわっていました。刈られた稲の中から⾶び出す
⾍たちを狙っているのでしょう。共⽣と⾔う⾔葉が頭に浮かびました。休憩
時に頬張るおにぎりと炊き出しの豚汁が最⾼に美味しくて、⾃然の中で過ご
す幸せを感じた１⽇でした。刈り取った稲を使って12⽉に「しめ縄リース」
づくりのワークショップをするのも、今から楽しみです。（スタッフＴ）

この度は⼤津で講演させていただける機会をいただき、⼤変楽しみにしています。
今回お声をかけていただいたテーマは「語ること、聞くことを開くために」です。
ジャーナリストとして聞くことを⽇々⾏っていますが、聞くためには、まず安⼼し
て語れる場が必要です。
このイベントでもできる限りオープンに、⽇常の中で感じるジェンダーにまつわる
事柄を皆様と語る場を設けることができたらと思っています。   （伊藤詩織）
 

伊藤詩織伊藤詩織 さん
11⽉27⽇（⽇）
SDGsフォーラム
※詳細はＰ４参照

1989年⽣まれ。BBC、アルジャジーラ、エコノミスト
など、主に海外メディアで映像ニュースやドキュメン
タリーを発信している。2020年に、⽶TIME誌の世界
で最も影響⼒のある100⼈に選出される。
国際的メディアコンクールNew York Festivals 2018
では、制作したドキュメンタリー『Lonely Death』
(CNA)と『Racing in Cocaine Valley』(Al Jazeera)
が２部⾨で銀賞を受賞。
性暴⼒被害についてのノンフィクション『Black Box』
（⽂藝春秋社）は本屋⼤賞ノンフィクション部⾨にノミ
ネートされる。第７回⾃由報道協会賞では⼤賞を受賞し、
9ヶ国語/地域で翻訳される。2019年ニューズウィーク
⽇本版の「世界が尊敬する⽇本⼈100」に選ばれる。

伊藤 詩織さん（映像ジャーナリスト）

パネリスト
  伊藤詩織さん
  ⼤津市⺟⼦福祉のぞみ会
  NPO法⼈リバティ･ウィメンズハウス･おりーぶ

※チケットご購⼊は左記の「⼆次元コード」から
伊藤詩織さん

〜誰もがともに⾃分らしく⽣きていくために〜
 その気持ち、話してみませんか？

⼤津市男⼥共同参画センターでは、家庭や仕事のこと、パートナーや⾃分の周りの⼈との関係などの悩みを聞き、
解決のための⼀歩を踏み出す応援をします。
「⽗親／⺟親だからこうあるべき」「若いんだから、もっと頑張らなきゃ！」と⼀⾒応援メッセージのようでも、
これだけでは精神的にも社会的にも追い込まれてしまうかも知れません。
相談者が抱える困りごとの奥にある気持ちや考えを丁寧に聴き、ジェンダーによる不利益が潜んでいないかなど
を思いめぐらせながら、別の視点や考え、その⼈の持つプラス⾯へのアプローチを⾏うことにより、相談者が、
⾃分らしく⽣きることができるようエンパワーメントしていくことを⼼掛けています。
「語ること、聞くことを開くために」安⼼して語れる場の⼀つとして、お気軽にご利⽤いただけると幸いです。
  ●電話相談 ●対⾯相談

毎週⽔・⽊曜⽇（祝⽇除く）
10時〜12時 13時〜16時（おひとり50分）
TEL 077-527-5508

毎週⽉曜⽇（祝⽇除く）
13時〜16時（おひとり50分）
TEL 077-528-2615

⼤津市男⼥共同参画センター ⼤津市浜⼤津4-1-1 明⽇都浜⼤津1階



リバティー・ウィメンズハウス・おり⼀ぶ

各種依存症や引きこもり、DV被害者等、⽣きづらさを
抱えた⼥性の様々な問題解決に積極的に取り組み、就
労⽀援等を⾏うことにより、ひとりでは問題を解決で
きない⼥性たちをサポート。社会復帰に向けた共同⽣
活援助、⾃⽴訓練（⽣活訓練）、相談窓⼝としての役
割を担い、回復と⾃⽴に向けた⽀援を⾏っています。
 
2022年10⽉に10周年を迎えることから、⼤津･SDGs
協働⽀援チャリティプロジェクトによる⽀援⾦を活⽤
して、「家族」の問題をテーマに掲げたフォーラム開
催を予定しています。内容は、各種依存症やDV・虐待
被害など様々な理由で⽣きづらさを抱えている⼥性当
事者とその家族の体験談の発表、専⾨家による講演を
⾏い、⼥性の依存症に関する周知啓発と参加者との交
流を⽬的とするものです。
 
依存症などの精神障害や虐待・DV被害、加害は⾒えに
くく分かりづらいため、本⼈たちの苦しみとは裏腹に
⽀援が必要だと認識されず、状況が深刻化するケース
があります。それらは本⼈の「⾃⼰責任」であるとい
う認識によって⽀援や寄付が届きにくいという問題も
存在します。
また、依存症の背景にある問題を掘り下げていくと、
幼児体験や家族のあり⽅に由来することが多く、⾮常
に根深い問題であることから、⼀⽅向の⽀援だけでは
なく、様々な関係機関と連携し、社会全体で包括的な
⽀援を⾏うことが重要です。このため、本プロジェク
トにより多くの⽅に理解を広げ、社会改⾰の⼀端を担
うことができればと考えています。

⼤津･SDGs協働⽀援チャリティプロジェクト2022 
⽬標５:ジェンダー平等今年のテーマ

⽀援先団体をご紹介します！

特定⾮営利活動法⼈

アインズ株式会社
株式会社⼀花
株式会社 叶 匠寿庵
株式会社滋賀銀⾏
滋賀県信⽤保証協会

協賛企業

⼤津市⺟⼦福祉のぞみ会

のぞみ会は⺟⼦家庭や寡婦の福祉を૿進することを
⽬的に結成された団体で、⼤津市には⽀部として
⼤津市⺟⼦福祉のぞみ会があります。
⺟⼦家庭等への就業⽀援などを⾏なう滋賀県⺟⼦
家庭等就業・⾃⽴⽀援センターの運営、⼦どもの
居場所づくり、フードドライブやフードパントリー、
交流事業、研修会等、幅広い活動を⾏っています。
昨年8⽉には、住まいでお困りの⺟⼦家庭を対象と
する多機能型シェアハウスも開設されました。
⽀援対象となる⽅々は経済的に困難を抱えておら
れるため、年中⾏事の体験や誕⽣⽇のお祝いなど、
親⼦の絆を深める機会も限られています。このため
⼤津・SDGs協働⽀援チャリティプロジェクトによ
る⽀援⾦を活⽤して、⺟⼦家庭の⼦どもたちへの
誕⽣⽇の花束プレゼントと、⺟の⽇に、⼦どもたち
から⺟親に贈る花束とカードのプレゼントを⽤意し、
特別な⽇を親⼦で楽しむ機会を提供したいと考えて
います。⺟の⽇に贈るカードは市販のものではなく、
⽔彩画の先⽣を招いて⼦どもたちがお友達と⼀緒に
カードづくりをする講座の開催も計画。つくる段階
も良き思い出の場となるよう⼯夫して企画していま
す。
市⺠、⾏政、企業、⼤学の四者協働により、より
良い⼤津のまちづくりに寄与することを⽬的とする
チャリティプロジェクトを通じて、幅広く情報発信
することにより、⺟⼦家庭が安⼼して暮らせる社会
づくりに務めていきたいと考えています。
 

⼤津・SDGs協働⽀援チャリティプロジェクト2022 
⽀援先団体が決まりました

交流促進事業
協賛企業

⼈材育成事業
協賛企業

啓発事業
協賛企業

⽣活協同組合コープ⾃然京都
正和設計株式会社
琵琶湖汽船株式会社
株式会社よつ葉ホームデリバリー京滋
株式会社平和堂
 

油藤商事株式会社
株式会社⼀花
株式会社⼤津給⾷センター
⼩林事務機株式会社
滋賀短期⼤学
 

株式会社昭建
⽣活協同組合コープ⾃然京都
琵琶湖汽船株式会社
株式会社まちづくり⼤津
 

株式会社⼀花
株式会社⼤津給⾷センター
⿊⽥紙業株式会社
滋賀短期⼤学
株式会社昭建

⽣活協同組合コープ⾃然京都
⼤樹⽣命保険株式会社
藤野商事株式会社
レーク商事株式会社
 

このプロジェクトは多くの
協賛企業様のご⽀援により
実施しています。


